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　臨床眼科 2024 年 11 月号（78 巻 12 号）をお届けいたします。今回の特集は，坂本泰二先生ご
企画の「ザ・脈絡膜。」です。近年，OCT 技術の進歩により脈絡膜の構造が詳細にわかるように
なり，その評価も短時間で非侵襲的に行えるようになりましたし，OCTA による脈絡膜血管の評
価も注目されています。本号の特集では，脈絡膜の形態や循環についての詳細な解説はもちろん
のこと，強膜や近視，緑内障，中心性漿液性脈絡網膜症，屈折異常・弱視との関連や，ゲノム，
裂孔原性網膜剝離に対する低侵襲治療法の上脈絡膜バックリングについての解説など多岐にわ
たって，それぞれのエキスパートの先生方にご執筆いただきました。皆さん，この機会に脈絡膜
についてしっかりと勉強しましょう。
　今月の話題は，プラスタノイド FP 受容体作動薬で影響を受ける線維柱帯切除術の術後成績，
Clinical Challenge では，開放隅角緑内障の治療を受けていた症例と，緑内障に関連した内容と
なっております。
　やはり，本誌は学術雑誌ですので，先生方の一般投稿論文で成り立っております。今号も非常
に興味深い症例報告が目白押しです。知識を共有することで，先生方の明日からの診療にぜひと
も役立ててください。これからも「臨床眼科」をどうぞよろしくお願いいたします。
 （堀　裕一）
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